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b
て
保
容
し
ま
し
ょ
う
)

。

人口のうごき(I月末〉

世帯数 11.833世帯
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も
っ
す
年ぐ

生

も
う
一
カ
月
余
り
で
新
学
年
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
乙
と
し
小
学
校
や
幼
稚
園
へ
あ

げ
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で

は
、
な
に
か
と
心
づ
か
い
の
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
各
小
学
校
で
は
、
新
入
学
児
に

少
し
で
も
学
校
に
な
じ
ん
で
も
ら
お
う
と

半
日
入
学
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

村
木
小
学
校
の
半
日
入
学
は
、
辺
日
午

後
1
時
か
ら
行
な
わ
れ
、
父
兄
に
連
れ
そ

わ
れ
た
児
童
は
、
教
室
で
元
気
よ
く
童
謡

を
歌
っ
た
り
、
絵
を
書
い
た
り
し
た
あ
と

校
内
を
み
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

乙
と
し
市
内
小
学
校
に
入
学
予
定
の
児

童
は
七
百
四
十
八
人
で
昨
年
よ
り
十
七
人

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
H
村
木
小
学
校
の
半
日
入
学
で
仲

よ
く
童
謡
を
歌
う
児
童
た
ち
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最
近
の
農
村
で
は
、
ほ
場
整
備
事
業

や
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
農
業
基
盤
・

の
整
備
が
す
す
み
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
、
防
除
機
械
の
大
型
機
械
が

ふ
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
経
営
や

形
態
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

農
業
の
近
代
化
が
い
っ
そ
う
す
す
む
た

め
に
は
、
乙
れ
に
即
応
し
た
農
道
の
整

備
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。国
で
は
、
め
年
度
か
ら
広
域
営
農
団

朝
日
町

i
滑
川
市
大
掛
を
結
ぶ

延
長
三
十
一

一キ
ロ

の
舗
装
道
路

農
道
の
王
様
と
も
い
う
べ
き
ス
ー
パ
ー
農
道
、
正
式
に
は
新
川
広
域
営
農
団
地

農
道
が
灯
年
度
か
ら
着
工
さ
れ
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
こ
の
道
路
の
あ

ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

地
農
道
づ
く
り
を
す
す
め
て
お
り
ま

す
。
県
内
で
は
、
滑
川
市

l
婦
中
町
を

結
ぶ
四
十
一
キ
ロ

M
の
「
富
山
中
部
ス

‘

1
パ
l
農
道
」

、
福
野

l
福
先
l
城
端

|
井
口
を
結
ぶ
二
十
六
キ
ロ

M
の
南
砺

循
環
ス
ー
パ
ー
農
道
が
建
設
中
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
新
川
地
区
ス
ー
パ
ー

農
道
が
こ
と
し
か
ら
着
工
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

日
年
完
成
を
目
標
に

こ
の
新
川
地
方
を
走
っ
て
い
る
道
路

は
、
国
道
八
号
線
、
県
道
入
善
魚
津
線

が
あ
り
ま
す
。
将
来
、
北
陸
高
速
・
自
動

車
道
の
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
も
、
な
お
輸
送
の

困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
乙
の
際
、
主

と
し
て
生
鮮
野
菜
、
牛
乳
、

鶏
卵
、
果

物
な
ど
を
、
富
山、

高
岡
の
都
市
圏
へ

輸
送
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
山
手
地

帯
へ
今
後
導
入
さ
れ
る
工
業
原
料
、
生

産
品
の
輸
送
を
考
え
る
と
き
、
ス
ー
パ

ー
農
道
の
建
設
が
絶
対
必
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
と
の
た
め
、
関
係
団
体
が

そ
の
設
置
を
国
へ
強
く
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
新
川
広
域
農
道

が
、
十
カ
年
計
画
で
灯
年
度
か
ら
建
設

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

総
事
業
四費
十は
五
億
円'

乙
の
道
路
は
、
朝
日
町
横
尾
地
内
の

国
道
八
号
線
を
基
点
と
し
て
、
新
川
叩
地

方
の
山
の
手
を
縦
貫
し
、
滑
川
市
大
掛

地
内
に
お
い
て、

富
山
中
部
ス
ー
パ
ー

農
道
に
接
続
す
る
大
幹
線
農
道
と
な
る

わ
け
で
す
。
乙
の
規
模
は
、
延
長
や
く

三
十
二
キ
ロ

M
、
幅
員
九

・
五
抗
、
両

端

一
・
五

M
を
残
し
完
全
舗
装
す
る
道

路
で
、
工
事
費
は
や
く
四
十
五
億
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
路
線
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
き

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
道
天
神
小
川

寺
線
の
一
部
が
利
用
さ
れ
、
延
長
や
く

十
一

・
三
キ
ロ

M
と
な
る
予
定
で
す
u

そ
し
て
月
形
橋
か
ら
有
山
、
上
野
、
下

椿
、
升
問
、
湯
上
、
観
音
堂
、
宮
津
、

大
海
寺
野
、
石
垣
、
横
枕
、
道
坂
、
東

山
、
天
神
野
新
、
青
柳
、
小
川
寺
、
布

施
爪
地
内
な
ど
を
通
る
ζ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

乙
の
ス
ー
パ
ー
農
道
が
開
通
し
ま
す

と
、
新
川
地
方
の
農
業
面
に
お
よ
ぼ
す

事
業
効
果
と
し
て
、
受
益
面
積
七
千
四

百
八
十
絵
、
受
益
一戸
数
八
千
七
百
三
十

七
戸
に
お
よ
び
、
主
要
作
物
の
生
産
量

を
伸
ば
し
、

経
費
の
節
減
に
も
つ
な
が

り
、
そ
の
完
成
が
ま
た
れ
て
い
ま
す
。

春

の

火

災

一

Jー

¥
ぶ

E
，
.
司
同
L

・・・・

予
防
運
動
、
¥
ぷ
，

春
の
火
災
予
防
運
動
は
、
3
月
お
日

か
ら
二
週
間
行
な
わ
れ
ま
す
。
消
防
本

部
で
は
、
お
日

i
引
日
ま
で
を
車
両
の

火
災
予
防
を
重
点
に
、
バ
ス
や
ト
ラ

ッ

ク
な
ど
車
両
を
多
く
も
つ
事
業
所
の
い

っ
せ
い
査
祭
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た、

4
月
1
日
i
7日
ま
で
は
、
防
火
モ
デ

ル
地
区
の
防
火
査
察
、
旅
館
、
ア
パ
ー

ト
、
工
場
、
学
校
な
ど
多
数
の
人
が
出

入
り
す
る
建
物
を
対
象
に
、
消
火
通
報

や
避
難
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。

ま
も
な
く
新
学
年
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
市
教
委
で
は
、
新
入
学
児
童
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
「
入
学
通
知

書
」
を

3
月
初
め
に
お
届
け
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。
通
知
も
れ
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
ど
連
絡
願
い
ま
，

す。
な
お
人
入
学
式
は
小
学
校
が
4
月

5
日
(
水
)
午
前
9
時
釦
分
、
中
学

校
が
4
月
6
日
ハ
木
)
午
前
9
時
か

ら
各
小
中
学
校
で
行
な
わ
れ
る
予
定

で
す
。市
内
小
中
学
校
別
の
入
学
お
よ
び

卒
業
予
定
児
童
、
生
徒
数
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
入
学
予
定
数

大

町

九

六

人

村

木

一

一

四

住

吉

四

O

上

中

島

二

ハ

松

倉

二

O

上

野

方

三

六

本

江

二

ニ

O

片

貝

一

一

一

一

吉

島

一

O
六

道

下

六

O

経

団

八

O

西

布

施

二

六

白

倉

二

計

七

四

八

西
部
中
四
一
五

東
部
中

二
二
九

計

六

四

四

小
学
校
の
入
学
式

4
月
5
日
に

六一四六 一 一卒
二八三四 三五五七一一一三二二九 O業
0一九八八一四二三九一 六二七九 O六予

人定
数

- 2ー
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-
こ
と
し
も
市
民
税
、
県
民
税
の
申
告

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、

昭
和
灯
年
度
の
課
税
資
料
と
な
る
も
の

で
す
か
ら
、
な
っ
と
く
の
い
く
税
金
が

納
め
ら
れ
る
よ
う
正
し
い
申
告
を
し
ま

し
ょ
う
。
申
告
期
限
は
3
月

日

日

(

水
)
で
す
。

申
告
用
紙
は
2
月
中
旬
に
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
配
付
し
ま
し
た
が
、
同
封
の

「
申
告
書
の
書
き
方
」
を

お
読
み
に
な
っ
て
、
必
要

事
項
を
記
入
さ
れ
て
、
市

役
所
税
務
課
ま
た
は
連
絡

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
も
し
、
申
告
用
紙
が

届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、

な
く
し
た
人
は
税
務
課
ヘ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

-
申
告
の
必
要
な
人

①
昭
和
灯
年
1
月
!
日

現
在
、
市
内
に
住
所
の

あ
る
人

①
給
与
所
得
者
で
、
給

与
所
得
の
ほ
か
に
地
代

家
賃
、
配
当
、
原
稿
料

な
ど
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
の
あ
る
人
。

づおう報広47.3.1 

@
給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
別
の
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
確
定
申
告
書
を
出
さ
れ
る
人

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
さ
れ
る
人
は
、
市
県
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

×
×
×
確
定
申
告
書
の
な
か
に

以

「

住

民

税

、
事
業
税
に

×

関
す
る
事
項
」
の
欄
が

あ
り
ま
す
か
ら
必
ず
書

マ
、
い
て
く
だ
さ
い
0

・
申
告
を
し
な
い
と

産

」

民

申

告

書
の
提
出
が
な

か
っ
た
と
き
ゃ
、
期
限

口
U

を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た

白
-
)
と
き
、
あ
る
い
は
必
要

ド

ト

な

事
項
の
記
載
が
な
か

っ
た
と
き
は
、
い
ろ
い

月

ろ

な

控

除

を

し

な

い

で

}

)

計

算
さ
れ
ま
す
。
た
と

4

1

え
ば
、
生
命
保
険
料
控

×

除

、
社
会
保
険
料
控
除

以

雑

損

控

除

な

ど

受

け

ら

×
×
×

れ

ず

、

全

分

に

税

金

を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
談
所
を
開
設

も
し
申
告
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
く

い
乙
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

3
月
日
日

ま
で
ハ
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日
曜
日

は
除
く
〉
市
復
所
税
務
課
内
に
相
談
所

を
ひ
ら
い
て
い
ま
す
か
ち
と
利
用
く
だ

さ
い
。

納
税
功
労
者
な
ど
表
彰

特
年
度
魚
津
市
納
税
功
労
者
な
ど
の

表
彰
式
は
、
2
月
げ
日
午
後
2
時
か
ら

市
役
所
で
関
係
者
や
く
百
名
が
出
席
し

て
ひ
ら
か
れ
、
優
良
納
税
-功
労
者
六

名
、
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
五
十
六
回

、

体
、
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
百
十
二

世
帯
が
、
高
野
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

L
た。

〈
優
良
納
税
功
労
者

V

マ
池
谷
区
舟
林
宗
吉
マ
仏
国
区
原

弥
一
マ
青
島
一
区
西
尾
順
之
助

マ
諏
訪
町
二
区
浜
藤
一
郎
マ
本
江

元
町
区
笠
木
賢
治
マ
向
町
区
後
藤

長
五
郎

八
優
良
納
税
貯
蓄
組
合

V

①
引
、
(
何
年
度
納
税
成
績
百
軒
H
新

金
屋
二
区
、
川
原
町
区
、
本
江
二
区

大
熊
区
、
升
田
区
、
池
谷
区
、
大
菅

沼
区
①
何
年
度
納
税
成
績
百
官
H
東
小
路

固

定

資

産

課
税
台
帳
の
縦
覧

灯
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
な
る
価
格
を
登
録
し
た
課
税
台
帳
を

次
の
よ
う
に
お
み
せ
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

マ
期
間
H
昭
和
灯
年
3
月
1
日
か
ら
3

月
別
日
ま
で
、
毎
日
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
(
た
だ
し
土
曜
日
は

正
午
ま
で
〉

マ
場
所
H
市
役
所
税
務
課

区
、
下
新
一
区
、
下
新
二
区
、
荒
町

区
、
馬
出
区
、
新
道
区
、
岡
町
区
、

臼
屋
区
、
角
川
区
、
橋
場
区
、
紺
屋

区
、
八
代
区
、
八
幡
区
、
上
三
ケ
区

鹿
野
区
、
宮
津
区
、
浅
生
区
、
上
野

区
、
有
山
区
、
川
原
区
、
升
万
区
、

岩
商
区
、
弥
源
寺
区
、

湯
上
区
、
鹿

熊
区
、
小
菅
沼
区
、
坪
野
区
、
石
垣

平
区
、
大
海
寺
野
一
区
、
石
垣
新
区

以
道
本
町
区
、
友
道
五
区
、
文
化
町

一
区
、
文
化
町
二
区
、
小
坂
区
、

魚

津
芸
妓
、
貝
回
新
区
、
島
尻
一
区
、

島
尻
二
区
、
島
尻
三
区
、
東
城
一
区

黒
谷
二
区
、
山
女
一
区
、
平
沢
二
区

岡
仏
国
区
、
本
新
区
、
旭
芸
妓
、
青

島
二
区
、
入
船
区
、

こ
の
ほ
か
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
、
何
年
度
に
保
険
税
を
完

納
し
、
一
度
も
医
師
に
か
か
ら
な
か
っ

た
健
康
家
庭
百
十
二
世
帯
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
ロ
(
写
真
H
納
税
表
彰
式
)

小
中
学
校
の

卒

業

式

-3月
行
日
(
金
〉
日
間
中
、
東
中

国
3
月
引
日
(
火
)

H
大
町
小
、
村
木

小
、
上
中
島
小
、
上
野
方
小
、
本
江

、
小
、
経
団
小
、
西
布
施
小

-3月
2
日
(
水
〉

H
住
吉
小
、
松
倉

小
、
片
貝
小
、
吉
島
小
、
道
下
小
、

白
倉
小

あ
な
た
の
余
暇
を
ゆ
た
か
に
|

青
年
学
級
を
開
設

こ
と
し
も
次
の
十
青
年
学
設
が
各
公

民
館
で
開
設
さ
れ
ま
す

勤
労
青
年
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
通
じ
て
の
悩
み
や
喜
び
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
悩
み
や
喜
び
を
仲

間
と
の
語
ら
い
や
学
習
の
中
で
正
し
く

み
つ
め
、
考
え
、
実
践
す
る
乙
と
が
で

き
た
ら
、
い
っ
そ
う
楽
し
く
勇
気
づ
け

ら
れ
る
乙
と
で
し
ょ
う
。
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
を
さ
そ
い
合
い
青
年
学
級
や

青
年
教
室
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
参
加

希
望
者
は
、
学
毅
主
事
や
市
教
育
委
員

会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

学
級
名
と
主
事
は
次
の
と
お
り
。

マ
魚
津
青
年
学
級
H
下
回
淑
光
マ

上
中
島
同
H
浅
井
樹
マ
松
倉
同
H

，
清
河
茂
雄

マ
道
下
同
日
大
島
洋
一

マ
住
吉
青
年
教
室
H
石
橋
賢
作
マ

本
江
同
H
笠
木
昭
雄
マ
上
野
方
向

日
寺
田
正
利
マ
片
貝
同
日
慶
伊
敏

雄
マ
加
積
同
H
山
腹
正
雄

マ
西

布
施
向
日
高
瀬
忠
雄
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市
民
交
通
傷
害
保
険
じ

家
族
ぐ
石
み
で
ご
加
入
を

h
v膚
瓜

づ

市
民
の
み
な
さ
ん
が
万
一
、
交
通
事

故
で
傷
害
を
受
け
ら
れ
た
と
き
、
見
舞

金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
、
昭
和
特
年
か

ら
市
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
乙
の
制
度
が
発
足
し
て

か
ら
四
年
間
で
、
百
二
十
九
人
に
六
百

七
十
万
九
千
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ

て
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
市
の
交
通
傷
害
保
険
の
期
間
は
、

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
で
、
現
在
加

入
さ
れ
て
い
る
人
は
、

3
月
引
日
で
終

わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
か

ら
再
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
改
め
て
申

込
み
を
し
な
付
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
希
望
者
の
受
付
け
は
、

3
月
1

日
か
ら
市
役
所
市
民
課
お
よ
び
連
絡
所

おう報広

八
隣
、
近
所
そ
ろ
っ
て

退
治
し
よ
う
V
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3
月
1
日
か
ら
引
日
ま
で
第
二
回
ね

ず
み
駆
除
月
聞
が

iti

は
じ
ま
り
ま
す
。

3
月
間
四

と
く
に
3
月

刊

日

の

い

編

制

は
い
っ
せ
い
駆
除

i
j
h

日
と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
ね
ず
み
退
治

に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

ね
ず
み
は
み
な
さ
ん
も
ど
承
知
の
よ

う
に
、
人
聞
に
多
く
の
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
食
料
品
、
農
産
物
、
家
具
、
そ

で
行
な
い
ま
す
が
、
す
で
に
配
布
さ
れ

て
い
る
申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
な
ど
書
い
て
、
掛
金
を
そ
え
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
町
内
会
で
ま
と
め

て
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
ご
連
絡
い
た

だ
け
ば
係
員
が
出
向
い
て
受
付
け
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
の
と
き

五
十
万
円
を
支
給

保
険
の
掛
金
は
、
年
間
一
人
四
百
八

十
円
で
見
舞
金
は
次
の
と
お
り
。

マ
死
亡
の
と
き
H
五
十
万
円

遺
傷
害
の
と
き
H
三
十
万
円

の
ほ
か
商
品
な
ど
に
及
ぼ
す
被
害
は
、

県
下
だ
け
で
年
間
十
億
円
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
忘
れ
て
な
ら

な
い
こ
と
は
、
私
た
ち
の
健
康
を
お
び

や
か
す
赤
痢
、
食
中
毒
な
ど
の
病
気
を

ま
き
散
ら
す
こ

と
で
、
ま
っ
た

く
悪
い
ゃ
う
の

一
言
に
つ
き
ま

す。
乙
の
ね
ず
み
を
一
匹
残
ら
ず
私
た
ち

の
生
活
の
ま
わ
り
か
ら
駆
除
を
し
て
、

明
る
く
健
康
な
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め

ま
し
ょ
う
。

ママ
治後

療
六
カ
月
以
上
の
け
が
H
六
万
円

マ
五
カ
月
以
上
の
け
が
H
五
万
円

マ
四
カ
月
以
上
の
け
が
H
四
万
円

マ
三
カ
月
以
上
の
け
が
H
三
万
円

マ
二
カ
月
以
上
の
け
が
H
二
万
円

マ
一
カ
月
以
上
の
け
が
日
一
万
円

マ
一
週
間
以
上
の
け
が
日
五
千
円

マ
「
週
間
未
満
の
け
が
H
二
千
円

こ
れ
か
ら
も
自
動
車
が
増
加
し
、
交

通
事
故
の
ふ
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
交
通
事
故
の
防
止
に
は
、
お
互
い

が
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

万
一
の
場
合
に
そ
な
え
て
、
市
民
ぐ
る

み
で
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

老
齢
年
金
簡
易
郵
便
局

で
も
支
払
い

老
齢
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
、
今
回
か
ら
簡
易
郵
便
局
で
も

支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
市
で
は
、
道
下
お
よ
び
加
積

簡
易
郵
便
局
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

希
望
の
人
は
、
「
国
民
年
金
払
渡
方

法
、
払
渡
希
望
機
関
変
更
届
」
を
市
役

所
市
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
、
母
子
、
遺
児
、
寡
婦

年
金
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

私
た
ち
の
郷
土
魚

津
に
は
、
永
い
間
生

活
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
た
貴
重
な
遺
産
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら

の
民
俗
資
料
を
収
集

し
保
存
し
、
公
開
す

る
計
画
を
た
て
て
お

り
ま
す
の
で
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な

品
物
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
市
教
育
委
員

会
ま
で
と
連
絡
願
い
ま
す
。

-
明
治
、
大
正
初
期
の
頃
ま
で
の
日
常

生
活
、
職
業
上
利
用
さ
れ
た
も
の

①
住
居
に
関
係
あ
る
も
の
①
灯
火

(
ラ
ン
プ
)
①
着
物
@
食
器

①
農
耕
作
の
道
具

①
運
搬
用
具

①
旅
行
用
具

@
漁
業
用
具
な
ど
。

民俗資料を……

・・集めています

長
期
不
在
者
証
明
書
の

提
出
を
・
:
L
尿
く
み
取
り

一
般
家
庭
の
し
尿
く
み
取
り
は
、

原

則
と
し
て
定
額
制
が
と
ら
れ
、

一
人
月

額
六
十
円
、
く
み
取
り
ご
と
に
百
円
で

料
金
が
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
定
額
制
に
お
け
る
世
帯
人
数
は

毎
年
4
月
!
日
と
叩
月
1
日
現
在
で
、

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
人
員
が
基

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
二
歳
以
下
の

乳
児
は
除
く
)

魚
津
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
、

長
期
不
在
の
人
は
、
区
長
の
証
明
書
を

提
出
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、

世
帯
員
数

か
ら
除
か
れ
ま
す
。
乙
の
場
合
、
証
明

書
の
有
‘効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
六
カ

月
で
す
か
ら
、
人
数
移
動
調
査
す
る
前

の
3
月
中
旬
と
9
月
中
旬
に
証
明
書
を

市
復
所
保
険
衛
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
認
定
請
求

お
す
み
で
す
か

こ
と
し
の

1
月
か
ら
児
童
手
当
の
支

給
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
児

童
手
当
の
受
付
け
や
認
定
業
務
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
の

す
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
く
社
会
福
祉

事
務
所
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
当
は
、
請
求
手
続
き
を
行
な

っ
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
と
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
が

遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分
だ
け
手
当
が

支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
ず
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
u

な
お
、
手
続
き
に
は
、
印
鑑
、
加
入

し
て
い
る
年
金
の
記
号
、
番
号
お
よ
び

金
融
機
関
の
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。

- 4ー

引
揚
者
特
別
交
付
金

の
請
求

昭
和
位
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
に
も

と
づ
い
て
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
お
よ

び
引
揚
者
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
引
揚
者

特
別
交
付
金
の
請
求
期
限
は
3
月
引
固

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で
に

請
求
手
続
き
さ
れ
な
い
と
交
付
金
が
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
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歩こう会
こ
と
し
の

計
画
か
ら

お

乙
と
し
の
歩
こ
う
会
の

日
程
が
き
ま
り
ま
し
た
。

体
力
づ
く
り
の
た
め
、
ぜ

ひ
歩
乙
う
会
に
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

マ
3
月
5
日
日
大
島
キ
ャ
ン
プ
場

国
鉄
魚
津
駅
前
l
道
下

i
経
団
|落

ム
ロ
橋
!
大
島
海
岸
キ
ャ
ン
プ
場
|
石

田
駅
ま
で
歩
き
、
帰
り
は
電
車
を
利

用
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
午
前
9

時
ま
で
国
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
昼
食
は
い
り
ま
せ
ん
。

マ
4
月
2
日

u開
木
、
大
谷

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
泊
分
集
合

|
宮
津
l
開
木
山
!
大
谷
と
歩
き
、

帰
り
は
バ
ス
を
利
用
。

マ
5
月
7
日
日
松
倉
城
祉

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
加
分
集
合

パ
ス
で
北
山
へ
行
き
、
小
菅
沼
|
松

倉
城
駈
l
鹿
熊
と
歩
き
、
バ
ス
で
帰

る。
マ
6
月
4
日
目
黒
沢

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
集
合
、
東

つ報広47.雪.1 

城
口
ま
で
パ
ス
、
林
道
を
通
り

黒
沢
ま
で
歩
き
、

帰
り
は
バ
ス

を
利
用
。

マ
7
月
2
日
H
坪
野
六
百
峠

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
加
分

集
合
、
坪
野
ま
で
パ
ス
、
六
百

峠

l
坪
野
と
歩
き
、

パ
ス
で
帰

る。

マ
8
月
6
日
日
別
又

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
集
合

東
蔵
ま
で
パ
ス
、
別
又

l
東
蔵
と
歩

き
、
帰
り
も
パ
ス
を
利
用
。

マ
9
月
3
日
H
天
神
山
ゴ
ル
フ
場

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
集
合
、
吉

島
l
天
神
山
l
ゴ
ル
'
フ
場
l
小
川
寺

と
歩
き
、
パ
ス
で
帰
る。

マ
叩
月
日
日
H
称
名
渚

市
民
会
館
前
午
前
8
時
加
分
集
合
、

パ
ス
で
称
名
滝
へ
行
き
ま
す
。

マ
け
月
5
日
H
回
籾

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
9
時
集
合
、

パ

ス
で
島
尻
口
へ
行
き
、
田
粧
ま
で
歩

き
、
田
籾
|
回
家

i
魚
津
と
バ
ス
で

帰
り
ま
す。

マ
ロ
月
3
日

u
反
省
会
と
体
力
テ
ス
ト

を
午
前
9
時
か
ら
青
少
年
ホ
l
ム
で

開
催
。

魚
津
郵

便
局
で
は

簡
易
保
険

加
入
者
福
祉
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市

内
在
住
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
仏
田
谷

富
治
さ
ん
ほ
か
二
十
人
の
み
な
さ
ん
に

長
寿
記
念
杯
を
贈
り
ま
し
た
。

記
念
杯
が
贈
ら
れ
た
長
寿
者
は
、
明

治
何
年
9
月
日
日
か
ら
明
治
何
年
9
月

日
日
ま
で
に
-生
ま
れ
た
人
で
、
中
沢
郵

便
局
長
ら
が
自
宅
を
お
と
す
れ
祝
福
し

ま
し
た
。

郵
便
局
か
ら
米
寿

者
に
記
念
杯
贈
る

…
i
:.一
人
の
意
見
発
表
大
会
は
、
沼
田
市

l

-

一・3
一
民
会
館
で
婦
人
会
員
ら
や
く
七
百

人
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
、
十
三
名
か
ら

幼
問
教
育
な
ど
に
つ
い
て
体
験
や
意
見
が

諸
表
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
両
布

施
校
下
の
山
本
あ
や
子
ぢ
ん
が
市
代
表
と

な
U
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

一
-1
:…
縁
出
身
の
力
士
大
川
俊
一
君
(
十

一;j
jl
一
八
歳
)
は
初
崩
所
序
二
段
で
優
勝

し
ま
し
た
が
、

3
日
報
告
を
か
ね
て
帰
郷

し
ま
し
た
。

母
校
券
訪
問
し
た
あ
と
、
市

役
所
を
お
と
ず
れ
、
市
長
か
ら
激
励
子
受

け
ま
し
た
。

マ
二
万
円
H
仏
国
寺
崎
は
な
マ
二
万
川

円
日
北
鬼
江
川
上
仁
マ
一
万
円
日
出
川

野
崎
正
蔵
マ
一
万
円
日
鹿
野
谷
口
よ
山

し

マ

一
万
円
H
八
幡
町
島
津
孝
吉

川

マ
一
万
円
H
新
塩
屋
町
松
本
良
隆
マ
川

五
千
円
H
湯
上
梅
崎
美
恵
子
マ
三
千
川

円

u上
村
木
宮
田
哲
雄

マ
二
千
円
H
川

印
田
中
空
ス
ミ
エ
〈
以
上
香
典
返
し
を
〉
川

マ
三
千
円
H
上
村
木
宮
田
哲
雄
マ
四

川

千
円
H
真
成
寺
信
行
会
青
年
部

マ
二
川

万
円
H
浄
土
宗
専
先
寺
寒
修
業
者
一
同
川

マ
五
千
円
日
鴨
川
町
青
木
節
三

マ
二
川

千
円
H
八
代
町
友
田
道
治
マ
六
千
円
川

H
上
村
木
中
村
外
雄
マ
バ
ト
ミ
ン
ト
川

ン
一
式
、
婦
人
物
寝
ま
き
、
袖
な
し
一
川

枚
、
ケ
ー
キ
H
上
村
木
中
村
昭
雄
マ
川

カ
レ
ン
ダ
ー
五
十
本
H
富
山
県
鮭
鱒
漁
川

協
マ
歯
ぶ
ら
し
八
十
九
本
H
匿
名

寄

付

写
真

H.市
長
か
ら
激
励
を
受
け
る
大
川
君

(左か
ら
二
人
目
)

該
当
者

診

は

、

松

倉

検

片
員
、
上
野
方
、
上
中
島
、

ι……
天
神
、
住
吉
、
西
布
施
校
下

，

す

が

昭
和
刊
年
2
月
お
日
以
前

j
湾
に
出
生
し
た
幼
児
。
本
江
、

い認
w

大
町
、
村
木
、
加
積
、
経
団

防

、

道
下
校
下
は
昭
和
何
年
2
月

弔』

mm
日
以
前
に
出
生
し
た
幼
児

で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

q
u目
n

西
布
施

6
日

小

学

校

片
貝

7
日

小

学

校

上
野
方

8
日

小

学

校

大

町

日

日

中

央

公

民

館

道

下

刊

日

道

下

公

民

館

村

木

日

日

青

少

年

ホ

l
ム

経

回

目

日

経

団

福

祉

会

館

住

吉

行

日

下

中

島

公

民

館

本

江

幻

日

本

江

公

民

館

加
積

mm
日

旧

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後
1
時
叩
分

i
同
2

時
叩
分
で
す
。
三
歳
児
や
園
児
は
該

当
し
ま
せ
ん
。
松
倉
、
上
中
島
、
天

神
校
下
は
3
月
1
1
3
日
に
実
施
。

幼
児
検
診

- 5ー

ガ
ン
の
早
期
発

見
を
目
的
に
胃
ガ

ン
検
診
を
行
な
い
ま
す
。
検
診
希
望

者
は

3
月
日
日

(土
〉
ま
で
市
保
険

衛
生
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
検
診
日

H
3
月
引
日
(
火
)

マ
場
所
日
道
下
公
民
館

マ
人
員
H
七
十
名

マ
料
金
日
四
百
円

胃
ガ
ン
検
診
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脅最

b
 し戸り

せ

立
候
補
予
定
者
の

事

務

打

合

会

づ

魚
津
市

議
会
議
員

お
よ
び
市

長
選
挙
は
、

4
月
幻
日
に
行
な
わ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
立
候
補
予

定
者
の
事
務
打
合
会
を
3
月

別

日

(

金
〉
午
後
2
時
か
ら
市
役
所
三
階
大
会

室
で
ひ
ら
く
乙
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
立
候
補
予
定
者
か
ら
二
名
程

度
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

打
合
わ
せ
事
項
は
、
①
立
候
補
届
出

書
類
の
記
入
方
法
、
①
選
挙
運
動
、
①

選
挙
運
動
費
用
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

おラ報広第 3種郵便物認可

保
母
と
幼
稚
園
教
諭
市
で

採

用

試

験

は

保

母

お
よ
び

幼
稚
園
教
諭
の
採
用
試
験
を
行
な
い
ま

す
。
受
験
希
望
者
は
3
月
9
日
(
木
)

ま
で
秘
書
人
事
課
へ
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

-
採
用
予
定
人
員
H
保
母
六
名
、
教
諭

二
名

・
受
験
資
格
H
①
児
童
福
祉
法
施
行
令

に
よ
る
保
母
資
格
を
有
す
る
も
の
、

お
よ
び
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
も
の
。
ま

た
は
昭
和
何
年
3
月
引
日
ま
で
こ
れ

ら
の
資
格
取
得
見
込
み
の
も
の
。
①

昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
お
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
に

居
住
す
る
も
の
。

-
試
験
日
と
場
所
H
3月
ロ
日
(
日
)

午
前
9
時
か
ら
魚
津
市
役
所
で
。

く
わ
し
い
こ
と
は
秘
書
人
事
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

吉

島

地

内

の

墓
地
改
葬
ご
案
内

加
積
地

区
土
地
区

画
整
理
事

業
の
た
め
、
吉
島
字
大
畠
八
一
六
番
地

相
順
寺
、
同
大
畠
八
二
四
番
地
常
泉
寺

周
辺
の
墓
地
を
移
転
改
葬
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
乙
の
周
辺
の
墓
地
の
縁

故
者
は
、

5
月
叩
日
ま
で
に
市
役
所
都

市
計
画
課
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
出
が
な
い
噴
墓
は
、
無
縁

基
と
し
て
処
理
し
ま
す
か
ら
ど
了
承
願

い
ま
す
。

県
で
は
、
緑
化

運
動
の
一
つ
と
し

て
苗
木
即
売
会
を
3
月
引
日
(
金
〉
午

前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
市
民
会
館

首
木
即
売
会

横
で
ひ
ら
き
ま
す
。
庭
木
類
、
果
樹
類

草
他
類
、
盆
栽
類
な
ど
多
数
取
り
揃
え

て
あ
り
ま
ず
か
ら
と
利
用
く
だ
さ
い
。

森
林
組
合

で
は
、
し
い

た
け
の
ほ
だ

木
の
あ
っ
旋
を
し
ま
す
の
で
、
購
入
希

望
者
は
3
月
お
日
〈
土
)
ま
，で
市
復
所

内
森
林
組
合
(
電
話
辺
局
2
2
0
0
番

内
線
2
8
9
)
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
あ
っ
旋
価
格
は
一
本
百
四
十
円
の

見
込
み
で
、

4
月
下
旬
に
配
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
い
た
け
ほ
だ

木

の

あ

っ

旋

警
察
官
を
募
集

県
で
は
警

察
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
採
用
予
定
人
員
は
大
学
-

卒
十
名
、
そ
の
ほ
か
二
十
名
で
、
応
募

資
格
は
身
長
百
六
十
セ
ン
チ

M
以
上
、

体
重
四
十
七
キ
ロ
号
以
上
で
、
身
体
強

健
な
人
で
す
。
給
与
は
月
額
大
卒
で
四

万
五
千
百
円、

高
卒
で
三
万
七
千
四
百

円
、
ほ
か
に
手
当
一

万
円
々
ら
い
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
受
付
期
聞
は
3
月
刊
日

ま
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は
魚
津
警
察
署

や
近
く
の
派
出
所
、
駐
在
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
。

旧
金
し
勲
章
受
章
者
昭
和

R
U
ロド
l
r

に

銀

杯

を

贈

る

引

μ
ド

F
f
η
ノ』

E
L

付
で
、
旧
金
鶏
勲
章
を
叙
賜
さ
れ
、
あ

わ
せ
て
一
時
賜
金
〈
賜
金
国
庫
債
券
〉

を
受
給
さ
れ
、
現
在
生
存
し
て
お
ら
れ

る
人
に
対
し
て
、
申
告
書
の
提
出
に
よ

り
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す
。
た
だ
レ
、
勲

章
受
給
者
が
昭
和
お
年
4
月
1
日
以
後

に
死
亡
し
て
い
る
と
き
は
、
遺
族
に
対

し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
線
の
配
管

も

忘

れ

ず

に

新
築
、
増

築
の
と
き
、

電
気
、
ガ
ス

水
道
の
配
管
は
使
い
や
す
い
よ
う
に
設

計
す
る
の
が
普
通
で
す
が
、
電
話
の
配

管
と
な
る
と
案
外
忘
れ
が
ち
で
す
。

市
内
で
も
、
電
話
の
配
管
を
忘
れ
た

た
め
、
ま
新
し
い
壁
に
穴
を
あ
け
、
電

話
工
事
を
行
な
う
例
が
み
ら
れ
、
せ
っ

金沢一上野聞に

特急白山号新設

国鉄では3月15日新幹線岡山開

業を機会に、大幅な時刻改正を行

ないます。乙の改正で、北陸と関

東を結ぶ信越線回り電車特急「白

山」号が新設され、魚津駅にも停

車するととになりましたD 乙の列

車は現在の急行「白山」号より約

2時間短縮されます。

また、北陸から新潟、関西を結

ぶ寝台急行「つるぎ」号も新設さ

れ、いっそうベんりになります。

く特急白山〉全車指定

b下り魚津発8時4分一上野着
13時34分 b上り上野発14時25
分一魚津着19時48分

く寝台急行つるぎ〉

b下り魚津発6時45分一新潟着
10時17分 1>上り魚津発21時59

分一大阪着5時13分

上野行電車特急「白山」号の新

設にともない記念入場券も発売さ

れます。

なお、指定券の発売日は7目前

(乗車日とも8目前〉の午前9時
からです。

魚津駅にも停車

第
三
二
ニ
号

編
集
発
行
人

沢

本

章

か
く
の
美
観
を
そ
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

電
話
局
で
は
、
電
話
配
管
の
相
談
に

い
つ
で
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ど
連
絡
は
辺

局
1
0
0
0
番
へ
。

交
通
事
故

巡

回

相

談

は、

3
月

μ
日
(
金
)
、

4
月
4
日

(
火
)
午
前
叩
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

市
役
所
第
三
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す

か
ら
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

冬
の
間
休
ん
で

い
た
移
動
図
書
館

は、

3
月
3
日
か

ら
巡
回
を
は
じ
め
ま
す
。
巡
回
場
所
は

昨
年
と
同
じ
四
十
ニ
カ
所
で
、
く
わ
し

い
こ
と
は
図
書
館
へ
お
た
す
ね
を
。

移
動
図
書
館

巡
回
は
じ
め
る

- 6ー

毎
月
第
二

金
曜
日
に
魚

津
保
健
所
で
行
な
っ
て
い
る
乙
関
節
脱

臼
検
診
は
、
都
合
で
3
月
は
行
日
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
脱
検
診
日
の
変
更

八
日
曜
、
休
日
の
当
番
医

V

V
3
月
5
日
H
(昼
)
角
川
町
宮
本
医

院
(
夜
〉
鴨
川
町
深
川
病
院

V
ロ

日
H
ハ
昼
〉
大
町
船
崎
医
院
(
夜
〉

本
江
宮
元
医
院

V
同
日
H

ハ
昼
)
友

道
扇
谷
医
院
(
夜
〉
火
の
宮
町
沢
口

肉
料
医
院

v
m日
H
(昼
)
本
江
越

野
医
院
(
夜
)
新
金
屋
一
丁
目
羽
田

医
院

v
m
m
日
H

(昼
)
住
吉
町
寺
崎

医
院
(
夜
」
島
尻
片
貝
診
療
所

V

4
月
2
日
リ
・
(
昼
)
新
金
屋
一
丁
目
森

本
医
院
ハ
夜
)
本
江
浦
田
外
税
病
院

印
刷
所

中
部
印
刷
株
式
会
社


